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概要

祭・齋・所作・祈り・機密



ラドネジの聖セルギイ
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0.1 祭日

パスハが最も重要で大きな祭です。パスハは主の復活を記憶する祭です。

旧約の過越 (passover) は新約においては主の復活です。大きな教会では夜
半から未明まで徹夜で祈祷します。パスハは毎年日付が変わります。観測上

の春分ではなく暦上の春分の次の満月の次の日曜日と決まっています。次に

十二大祭という 12の大きな祭があります。十二大祭以外にも色々な祭があ
ります。また、毎週日曜日も小さなパスハなので祭日です。
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0.2 十二大祭 (固定祭日)

0.2.1 　
しょうしんじょ

生神女　　
たんじょうさい

誕生祭　

9月 21日（ユリウス暦 9月 8日）
神の母マリヤ、生神女の誕生を記憶する祭です。

0.2.2 　
じゅうじか

十字架　　
きょえいさい

挙栄祭　

9月 27日（ユリウス暦 9月 14日）
イイスス・ハリストスが磔になった十字架を挙げたという故事に由来する祭

です。4世紀の聖人、皇后聖エレナがゴルゴダに巡礼した際に天啓に導かれ
て聖なる十字架を発見し、十字架挙栄の記憶をする祭が行われるようになり

ました。その後 7世紀初頭にローマ帝国がペルシアに侵略された時にこの十
字架が略奪されました。しかし数十年後に奪い返し凱旋しました。この戦勝

を記憶する意味でローマ帝国の重要な祭日となったという側面があります。

しかし、ハリスティアニンにとっては勝利の印である主の十字架を挙げて伏

拝することで神に栄光を帰するという大切な意味があります。

0.2.3 　
しょうしんじょ

生神女　　
しんどうさい

進堂祭　

12月 4日（ユリウス暦 11月 21日）
神の母マリヤが幼少の頃に神殿に捧げられたことを記憶する祭です。

0.2.4 　
こうたんさい

降誕祭　

1月 7日（ユリウス暦 12月 25日）
イイスス・ハリストスの降誕を記憶する祭りです。約 2000 年前に、神の
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母、処女マリヤから、イイススと呼ばれるハリストスが誕生したことを祝い

ます。

0.2.5 　
しんげんさい

神現祭　

1月 19日（ユリウス暦 1月 6日）
救世主、神=イイスス・ハリストスは、　

ぜ ん く

前駆　　
じゅせん

授洗　イオアンからイオルダン川

にて洗礼を受けたことから洗礼祭とも言われます。イイススが洗礼を受け水

から上がった時、天より「此は我の至愛の子、我が喜べる者なり」という神

=父の声が聞こえ、神=聖神゜が鳩のかたちで降ってきたこと (マトフェイ
3:16-17)から至聖三者の現れ、すなわち神が人々の前に現れたことを記憶す
る祭です。

0.2.6 　
げいせつさい

迎接祭　

2月 15日（ユリウス暦 2月 2日）
主、神、救世主、イイスス・ハリストスは生後 40日目に、イウデヤの伝統
に則り、その父母に連れられて神殿に来られたことを記憶する祭です。この

とき聖預言者シメオンによって抱かれたことをも記憶します。聖シメオンは

このとき次のような言葉を残しました。

「主宰よ、今爾の言に循ひて、爾の僕を釈し、安然として逝かしむ。蓋

我が目は爾の救ひを見たり、爾が万民の前に備し者なり、是異邦人を

照らす光、及び爾の民イズライリの栄なり」(ルカ 2:29-32)。

0.2.7 　
しょうしんじょ

生神女　　
ふくいんさい

福音祭　

4月 7日（ユリウス暦 3月 25日）
イオシフの妻となることが決まっていた処女マリヤに神使首ガウリイルが現
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れ「爾妊みて子を生まん」と神の子を孕むことを告げたことに対して、処女

マリヤは「我は主の婢なり、爾の言の如く、我に成るべし」と従順に応えた

ことによって、神の子、救世主、イイスス・ハリストスをこの世に迎えるこ

とができたことから処女マリヤを神の母として記憶し讃栄讃美する祭です。

(ルカ 28-38)

0.2.8 　
けんえいさい

顕栄祭　

8月 19日（ユリウス暦 8月 6日）
主の変容と栄光の現れを記憶する祭です。主、神、救世主、イイスス・ハリ

ストスがその弟子の中から、ペトル、イアコフ、イオアンの三人を選び共に

タボル山に登りました。そこで弟子たちはイイススの姿が限りなく聖なる光

に包まれ変容した様子を目の当たりにします。そこにはイイススと語らうモ

イセイとイリヤを見ます。

0.2.9 　
しょうしんじょ

生神女　　
しゅうしんさい

就寝祭　

8月 28日（ユリウス暦 8月 15日）
神の母の永眠を記憶する祭です。伝承によれば死んで三日目に柩を確かめる

と空であったことから、死んで三日目に復活して天に上げられたのだと伝え

られています。神の母マリヤは自らの意思においては罪をおかさなかったの

で終末を待たずに復活して天に上げられたのだと考えられています。

0.3 十二大祭 (移動祭日)

0.3.1 　
せいしさい

聖枝祭　

パスハの前週

主、神、救世主、イイスス・ハリストスのイエルサリム入城を記憶する祭
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です。

0.3.2 　
しょうてんさい

升天祭　

パスハから 40日目の木曜日
復活した主、神、救世主イイスス・ハリストスが復活から 40日目に弟子た
ちの見守る中で天に昇り父の右に座したことを記憶する祭です。

0.3.3 　
せいごじゅんさい

聖五旬祭　

パスハから 50日目
教会の生まれた日を記憶する祭です。ペンテコステともいいます。主イイス

スが天に昇った後、主イイススが弟子たちに約束していた者、聖神゜が使徒

たちに降り、使徒たちに宣教する能力を与えました。

0.4 十二大祭以外の祭

代表的なものを紹介します。

0.4.1 主の　
かつれい

割礼　祭

1月 14日（ユリウス暦 1月 1日）
主イイスス・ハリストスは、イウデヤの伝統に則り、生まれてから八日目に

割礼を受けたことを記憶する大祭です。

0.4.2 亜使徒日本の大主教聖ニコライ祭

2月 16日（ユリウス暦 2月 3日）
幕末から明治にかけて、日本にハリストス教を伝えたロシア人宣教師、亜使

徒日本の大主教聖ニコライを記憶する祭です。
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0.4.3 ミラ・リキヤの大主教奇蹟者聖ニコライの　
ふきゅうたい

不朽体　　
せ ん い

遷移　の

　
まつり

祭　

5月 22日（ユリウス暦 5月 9日）
4世紀の聖人、ミラ・リキヤの大主教、奇蹟者、聖ニコライの不朽体を 1087年
に現トルコのミラからイタリアのバリへ遷移したことを記憶する中祭です。

0.4.4 　
ぜ ん く

前駆　　
じゅせん

授洗　イオアンの　
たんじょうさい

誕生祭　

7月 7日（ユリウス暦 6月 25日）
主イイスス・ハリストスの降誕より半年前に生まれた前駆授洗イオアンの誕

生を記憶する大祭です。

0.4.5 聖使徒ペトル・パウェル祭

7月 12日（ユリウス暦 6月 29日）
聖使徒ペトルおよびパウェルを記憶する中祭です。

0.4.6 　
ぜ ん く

前駆　　
じゅせん

授洗　イオアン　
ざんしゅさい

斬首祭　

9月 11日（ユリウス暦 8月 29日）
前駆授洗イオアンが斬首されたことを記憶する大祭です。

0.4.7 ラドネジの聖セルギイ祭

10月 8日（ユリウス暦 9月 26日）
14世紀ロシアのラドネジの聖人、修道士、聖セルギイを記憶する中祭です。
ロシア最大の修道院セルギエフポサードの創始者で、ロシアを代表する聖人

の一人です。
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0.4.8 　
しょうしんじょ

生神女　　
ひ ご さ い

庇護祭　

10月 14日（ユリウス暦 10月 1日）
10 世紀、コンスタンティノポリスにおいて、沿岸に近いブラケラナエ
(Blakhernae)の教会で多くの人が祈っていた時、　

ようきょうしゃ

佯狂者　聖アンドレイと弟

子のエピファニィは聖堂内の天井に現れた生神女の姿を目撃したという故事

を記憶する大祭です。

0.4.9 ミラ・リキヤの大主教奇蹟者聖ニコライ祭

12月 19日（ユリウス暦 12月 6日）
4世紀の聖人。現トルコのリキヤ地方のミラの大主教、奇蹟者、聖ニコライ
を記憶する中祭です。聖ニコライは最も崇敬される聖人の一人です。公会議

において単性論を唱えたアリウス主義への論駁を行うがその過程でアリウス

の頬を打つといった暴行を行ったために大主教の座を追われるが後にニコラ

イの正統性が認められ復権している。また、無罪の者を救い、犯罪の犠牲と

なった子供達を生き返らせ、貧しくて持参金が用意できず良い縁談に恵まれ

ないある家の娘達の為に窓から金貨を投げ込み助けた。などといった伝承が

残っています。

0.5 断食の習慣

ハリストス教では　
ものいみ

齋　といって断食をします。毎週の水曜日と金曜日は肉

を食べない日です。また毎年のパスハ (復活大祭) の前にはたくさん齋をし
ます。厳格な修道院では、肉だけでなく、魚、たまご乳製品、油類を断ちま

す。なお、病気の人や妊娠中の人、子供、高齢者、旅行者は齋が免除されま

す。また、教会暦では不禁食期間という齋をしてはいけない期間というもの

が定められています。
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0.6 　
ものいみ

齋　の規定

祈祷の伴わない齋は悪いものです。悪魔的でさえあるでしょう。*1規定ど

おりの齋を実践するのは非常に難しいので霊的指導者である司祭などにどの

ように齋を実践するか相談して決めるのがよいです。おそらく規定どおりの

齋を実行するには修道院などで生活しない限り困難です。

0.6.1 齋のルール

1. 肉
2. 動物性食品 (チーズ、ミルク、バター、卵、ラード、脂肪)
3. 魚 (背骨のある魚)
4. 油 (オリーブ油)とワイン (すべてのアルコール類)
5. 食事の回数が制限される
6. 量に規定はない

つまり、パンと水、水と塩で料理された野菜、果物、木の実、蜂蜜といっ

たものが許されます。*2

食品の種類

齋は単に食事を制限することではなく、まずは肉を断ちます。それができ

たら次に魚を断ちます。徐々に厳しく、たまご乳製品、酒、油を断ちます。

厳格な齋では温かいお茶や油を使っていないスープ類も断ちます。食べるこ

とができるのは、穀物、野菜、果物、木の実、蜂蜜、塩、水などに限られます。

*1 カリストス・ウェア主教　論集 1 「私たちはどのように救われるのか」 他 2 編 「正教
徒は聖書をどう読むべきか」、62ページ。

*2 「私たちはどのように救われるのか」83ページ。
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水曜日と金曜日の齋

通常の水曜日と金曜日は厳しい齋が課せられます。水曜日はイウダの裏切

りを記憶します。金曜日は主の十字架を記憶します。水曜日あるいは金曜日

と祭日が重なると魚がゆるされることが多いです。

　
おおものいみ

大 齋　

詳細は教会暦を確認する方が確実です。ここでは通年の慣習についての規

定を説明します。聖大パスハの 10週間前の税吏とファリセイの主日から大
齋の準備が始まります。税吏とファリセイの主日に続く週は不禁食週間で

す。翌週の蕩子の主日に続く週で肉類を食い尽くします。大齋は聖大パスハ

の 7週間前の乾酪の主日の翌日の月曜日から始まります。初日の月曜日は最
も厳しい齋の日で、規定では完全な絶食つまり禁食をします。修道院などで

は大齋初週の水曜日の先備聖体礼儀まで禁食する習慣もあります。原則とし

て月曜日、水曜日、金曜日には厳しい齋が課せられ、火曜日と木曜日はやや

軽減されます。スボタすなわち土曜日と主日すなわち日曜日は油が許されま

す。なお大齋期間中の主日は聖金口イオアン聖体礼儀に替えて聖大ワシリイ

聖体礼儀が執行されます。またラザリのスボタでは魚卵がゆるされ、生神女

福音祭が大齋中に重なる場合と聖枝祭は魚がゆるされます。大齋はラザリの

スボタの前日まで続きます。生神女福音祭と聖枝祭では聖金口イオアン聖体

礼儀が執行されます。

受難週間

聖枝祭を過ぎると受難週に入り、聖大月曜日から聖大水曜日まで厳しい齋

が課されます。聖大木曜日に少し緩められますが、聖大金曜日は禁食です。

聖大スボタでは厳しい齋を課されてから聖大パスハを迎えます。
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五旬祭期

聖大パスハから聖五旬祭に至るまでの期間が五旬祭期です。パスハに続く

一週間は光明週間です。光明週間は不禁食期間です。不禁食期間は齋をして

はいけない期間です。五旬祭期の水曜日と金曜日の齋は魚がゆるされます。

聖使徒の齋

聖五旬祭の翌週の衆聖人の主日の翌日の月曜日から 7月 12日のペトル・
パウェル祭に至るまで続きます。パスハの日付によって長さの変わる齋

です。

生神女就寝祭の齋

8月 14日から生神女就寝祭の前日の 8月 27日まで 2週間続きます。

聖フィリップの齋

11月 28日から降誕祭の前日の 1月 7日まで 40日間続きます。

0.6.2 齋に関する助言

ロシアでは風邪をひくと蜂蜜入りのホットミルクを飲む習慣がありまし

た。ロシアのある修道院で、ある若い修道士が、齋中に風邪をひいてしまっ

たので、齋中だけど蜂蜜入りのホットミルクを飲んで良いかを尋ねる手紙を

母親に送りました。返事が来て読むと「齋を守れないなら死になさい」と書

かれていました。この修道士はこの手紙を読んでハッとします。そして齋を

しっかりと守ったそうです。この修道士は後に聖人となります。もちろん病

気の人は齋を免除されるということは付け加えておきます。
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0.7 教会での立ち振る舞い

主日等の祭日にありがちな所作、一連の流れなどについて案内します。祈

りの言葉や動作についてはひとつの例なので絶対にこうしなければいけない

というわけではありませんが、ひとつの目安として参考にしてください。

0.7.1 聖体礼儀に際して

家を出る前

1. 聖体礼儀の前の晩に、暮の祈祷および　
りょうせい

領聖　　
よ び

預備　　
き て い

規定　の　
ばんとう

晩祷　を行わな

ければいけません。

2. また深夜 0時を過ぎたら水を含む一切の飲食が禁止されます。*3

3. 朝起きたら朝の祈祷と領聖預備規定の　
そうとう

早祷　をおこないます。

家を出るとき

1. 時間に気をつけて聖体礼儀の始まる前、痛悔機密を受ける場合はその
時間に間に合うように家を出ます。

2. 家を出るとき路に十字を画いて「主よ我をおよその悪より護り給へ」
と祈ります。

教会に着いたら

1. 教会に着いたら門前で三度、十字を　
か

画　きながら小拝します。

2. 聖堂の扉の前で三度、十字を画きながら小拝します。
3. 聖堂に入ったらおそらく既に兄弟姉妹がいるであろうから、適宜挨拶
をする。

*3 薬を飲む場合など水を飲む必要がある場合は司祭に相談します。
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4. 聖堂入り口付近では蝋燭を頒布しているはずだから所定の金額を献金
し蝋燭を手に取る。

5. もし記憶したい名前があれば「生者」「死者」それぞれ別の用紙があ
るから鉛筆でその記憶したい人の聖名を書き、所定の金額を献金して

係りの者に渡す。(帰りに自分の分の記憶された聖パンを持ち帰る)
6. 聖堂中央のイコノスタスの前に安置されているイコンの前に進み三度
十字を画きながら小拝する。それから側の燭台から蝋燭に火をとり、

祈りを込めて、その蝋燭をその燭台に立てる。

7. 聖なる不朽体の前に進み、二度十字を画きつつ伏拝し、聖なる不朽体
に接吻する。その後、一度十字を画きつつ伏拝する。

8. 聖なる十字架の前に進み三度十字を画きつつ伏拝する。

痛悔機密を受ける場合

1. 痛悔機密を受ける場合は、痛悔の列に並び静かに待ちます。
2. 痛悔を待ちつつ第五十聖詠を　

もくしょう

黙誦　しながら痛悔の内容を考える。

3. 自分の順番が来たら後ろを振り向いて列に並んでいる人々にお辞儀を
する。

4. 司祭の前に進み聖名を告げる。
5. 罪の告白をする。簡潔に、くどくど世間話などせず、*4自分のおかし

た罪について告白する。

6. 告白が終わったら司祭の助言を受ける。助言はない場合もある。
7. 司祭がエピタラヒリを頭にかぶせるので跪く。
8. 罪の赦しの祈祷が詠まれる。終わったらアナロイ上の聖福音経と十字
架に十字を　

か

画　いて　
ふくはい

伏拝　する。なお聖福音経には神のイコンが描かれて

いる。

*4 主日や土曜日の晩の徹夜祷の時間に痛悔を受ける場合は列に並んでいる人のことを考え
て長々と喋らないように気をつけたい。しかし、個別対応で平日などに依頼する痛悔機
密では、神に親しく語りかけることができるので、使い分けると良い。
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9. 立ち上がって聖なる十字架と福音経に接吻する。
10. 司祭より祝福を受ける。このとき両手のひらを重ねて上に向ける。右
手が上となる。司祭はその手の上に右手を置いて祝福する。

11. 司祭の右の手に接吻する。この際、手の甲よりは　
こ て

籠手　に接吻する方が

好ましい。

12. その場を離れる。

祈祷中

祈祷中の注意事項。

1. 聖体礼儀中は自分の立ち位置を確保し、むやみに歩き回らない。
2. 基本的には立った姿勢で祈る。
3. 光栄「光栄は父と子と聖神゜に帰す・・・」、天主経「天に在す・・・」
で十字を画いて小拝する。

4. 聖三祝文「聖なる神、聖なる勇毅、聖なる常生の者や・・・」、「来た
れ我等の王神に叩拝せん・・・」で十字を画いて叩拝する。

5. 爐儀の際、自分に向けられたらお辞儀する。
6. 基本的には「門、門、謹みて聴くべし」以降は聖堂への出入りはしな
い方が好ましい。

7. 聖変化の「爾の聖神゜をもってこれを変化せよ。アミン、アミン、ア
ミン」で　

ふくはい

伏拝　する。なお、日本ハリストス正教会では、主日でも伏拝

する。*5

8. 主教がいる場合、ディキリ、トリキリまたは十字架で衆に対して祝福
を行うが、この時、自分の方に向かって祝福された時にお辞儀をする。

領聖する場合

*5 本来なら主日には伏拝しない。日本では平日の祈祷が少ないため伏拝する機会がほとん
どない。だから主日に伏拝することになっている。ただし五旬祭期を除く。今後変更さ
れる可能性はある。
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領聖をする場合、次の要領で受ける。

1. 腕を胸の前で交差させて天使が翼を綴じて休んでいる姿のかたちをと
る。左腕が胸側。右腕が外側。

2. 領聖の列に並ぶ
3. 十字を画いて聖体に伏拝する
4. ポティールを持っている司祭の前に進む。
5. 自分の聖名を告げる
6. 領聖する。口は大きく開ける。顔はやや上向きがよい。そうしないと
聖体が落ちる事故につながる。(このとき跪かない。十字を画かない。
余計な動作をしてはいけない)

7. ポティールの下部に接吻する。
8. その場を離れる。
9. 口すすぎのために聖体ではないアンティドルと呼ばれるパン、そして
ぶどう酒を飲食する。必ず口の中に聖体を残さないように飲み込む

こと。

10. 自分の立ち位置に戻る。
11.「今もいつも世々に」で腕を解く。

聖堂を出るとき

「平安にして出ずべし」の後。

1. 十字架接吻の列に並び、司祭の持つ十字架に接吻、可能であれば司祭
の手に接吻する。

2. 聖体礼儀が終わったら聖堂に入ってきた時と同様に、聖堂中央のイコ
ンと不朽体に接吻して聖堂を出る。

3. 出るとき出入口で東を向いて十字を画きつつ小拝すること三度。
4. 門のところで再び聖堂の方に向いて十字を画きつつ小拝すること
三度。
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5. 帰路につく。

十字の画き方を簡単に説明すると、右手を使い親指と人差し指と中指で摘

むような形をつくります。この三本指が父と子と聖神゜の一体にして分かれ

ざる聖三者を意味します。そして薬指と小指をしっかり折って手のひらに付

ける形にします。これはハリストスの神性と人性を意味します。この指の形

でもって額、腹、右肩、左肩の順番で十字を画きます。

十字を画くときの指の形

0.8 機密-ミステリオン
人間の側では知ることのできない　

おくみつ

奥密　な神の側からの　
おんちょう

恩寵　の働きと、人

間の側の自由意志にもとづく神への働きかけの双方によって成立します。

　
き み つ

機密　は　
せんれい

洗礼　　
き み つ

機密　を例外として全て　
せんれい

洗礼　を受けたハリスティアニン (　
せいきょうと

正教徒　)
のみ預かることができます。機密は大きく七つ定められていますが、元々は

数は決まっておらず後代にスコラ学というローマ・カトリック教会で発達
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した哲学の影響から七つに定めたのです。ここではこの七件機密を紹介し

ます。

0.8.1 洗礼機密

　
せんれい

洗礼　　
き み つ

機密　とは　
せんれい

洗礼　のことです。受洗者は　
せいせん

聖洗　　
れ い ぎ

礼儀　によって洗礼を受けま

す。洗礼はいわばハリスティアニンとなるための入会の儀式です。それまで

の人生でおかした全ての罪が赦されます。これは他者に強要されるのでは

なく自分自身の自由な意思にもとづいてハリストスを救い主、唯一の神、教

会、復活、審判、そして永生を信じることに決めた人はニケア・コンスタン

ティノポリ信経を告白し悪魔と縁を切り洗礼機密を受けます。洗礼式の構成

は、前半が悪魔払い、後半が洗礼です。通常、洗礼後に引き続き　
ふ こ う

傅膏　　
き み つ

機密　を

受けてから聖体礼儀に参祷し領聖し聖体機密に預かることで完全に成りま

す。つまり洗礼だけ受けて領聖しないで帰ってしまうのは良くないというこ

とです。

0.8.2 　
ふ こ う

傅膏　機密

　
せいこう

聖膏　を　
つ

傅　ける機密です。洗礼式の洗礼機密に引き続いて執行されます。特

別に成聖された膏を用います。*6この膏を洗礼後すぐに受洗者の身体のあち

こちに傅けることでハリストスが使徒達に約束した聖神゜、主、　
い の ち

生命　を施す

者を受けます。この聖神゜を受けることがハリスティアニンにとって重要な

ことです。

*6 聖大木曜日に総主教によって成聖された膏。
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0.8.3 聖体機密

　
せいたり

聖体　　
れ い ぎ

礼儀　において執行される機密です。最も重要な機密です。主イイス

ス・ハリストス神の子の尊体尊血に聖変化したパンとぶどう酒を領聖するこ

とで罪の赦しと永生を得ます。領聖する前日は夜半 (0 時) を過ぎたら水を
含む一切の飲食物を完全に断つことが要求されます。ただし体調が優れない

場合や決まった時刻に処方された薬を飲まなければならない場合などは司祭

の祝福を得て水などを飲むことが可能です。

0.8.4 　
つうかい

痛悔　機密

　
こっかい

告解　　
れ い ぎ

礼儀　において執行される機密です。洗礼後におかした罪を司祭の立会

いのもと神の前に自分の口で告白することで罪の赦しを得ます。聖体礼儀で

は、事前に、痛悔機密を受けてから領聖することが求められます。*7

罪のリスト

罪とは神に対して的外れな想いと行いの総称です。聖事経を参考に列挙し

てみましょう。

*7 ギリシア系正教会においては聖体礼儀で領聖するまでに痛悔機密を受ける義務はなく、
個別に信徒が必要と感じた場合に痛悔機密を申し込みます。領聖前に痛悔機密を求めら
れるのはロシア系正教会の伝統です。日本ハリストス正教会はロシア系正教会なので領
聖するには痛悔が求められます。
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参考: 国立国会図書館デジタルコレクション聖事経 - 告解礼儀
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/824745/44
この聖事経の画像は読みにくいので次のように書き換えました。参考にし

てください。

異端に従うこと、教会の教えに背くこと、世に属する事物を造物主に

越えて愛すること、心を尽くして神に祈祷しない、主日および他の祭

日を守らない、正教会の定むるところの齋を守らない、聖書を軽んじ

侮ること、主、神の名を妄りに用いること、神の前に立てた誓約を守

らない、自らの自由で或いは脅迫されて誓いを立てること、妖術を用

いる、邪法で人を悩ませる、　
まじない

呪禁　、　
うらない

卜占　、　
まもりふだ

護符　等を用いること、父

母に対して不孝なこと、神品、尊長等に対して不敬なこと、高慢、名

誉を貪る、自由或いは不自由において人殺しに関わること、人と　
わ ぼ く

和睦　

しないこと、和睦しなければ神はその祈祷礼物等を受け取らない、人

に怒り、人を罵り、人を恨むこと、貞潔に悖る念を以って心をけがす

こと、所行を以って己をけがすこと、　
じゃいん

邪淫　、　
かんいん

姦淫　、及びこれに関する

諸々の不潔の行い、食を節せざること、酒を　
たしな

嗜　むこと、酔うこと、

　
ら ん だ

懶惰　*8、業務を怠ること、物を盗む、他人の盗んだ物を受け取る、も

し盗んだなら必ず返すこと、商業上人を欺く、もしあれば必ず償うこ

と、妄証すること、人を　
ざんげん

讒言　*9すること、　
せめ

誚　ること、　
いつわ

譌　ること、人を

　
そね

猜　み、人を　
うらや

羨　むこと、

(　
きょうごう

驕傲　、　
たんりん

貪吝　、　
じゃいん

邪婬　、　
し っ と

嫉妬　、　
とうてつ

饕餮　、　
ふ ん ど

忿怒　、　
た い だ

怠惰　、この七母罪より生ず

る諸罪を歴指し人品の差異を観察し、彼此　
しんしゃく

斟酌　して、男女、老少、教

衆、俗人等、その類を分けて詳らかに　
と

詢　うこと、)*10

*8 怠けること。
*9 ある人について、ありもしないことや偽りの証言をして、その人を陥れること。

*10 なお、　
たんりん

貪吝　とは欲が深くケチなこと、　
とうてつ

饕餮　とは中国神話の怪物ですが「　
とう

饕　」が財産を貪

ること「　
てつ

餮　」が飲食を　
むさぼ

貪　ること、「　
れ き し

歴指　」はいちいちはっきり指し示すこと、「　
しんしゃく

斟酌　」は
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痛悔機密は第二の洗礼とも言われます。痛悔機密によっておかした罪を赦

された後は、神の助けによって、善き始めを立てることが求められます。痛

悔を軽んじて先の罪に還るような辱を受けないようにしなさい、これはハリ

スティアニンにふさわしくありません、願くは神はその恩寵を以って、爾が

尊く、義に合い、敬虔に生を　
わたる

度　ことを助けるでしょう。

以上が聖事経の痛悔機密の部分を抜粋要約したものです。

0.8.5 　
こんぱい

婚配　機密

いわゆる結婚のことです。　
へいてい

俾定　　
しき

式　において指輪の交換を行い、次に戴冠礼

儀で冠を戴き、聖体に代えてぶどう酒を新郎新婦が交互に飲み交わす三三九

度の礼*11を行い完成します。この機密は新郎新婦両方が正教会 (オーソドッ
クス)の信者である必要があります。この機密には新しい家族の誕生という
意味があり、お互いに愛を伴う自由な意志によって結婚を決意し婚配機密に

臨みます。旧約と新約から結婚に関わる複数の箇所が誦経されます。また、

新たな夫婦がきよく幸福で子々孫々に至るまで祝福されるように祈祷文が読

まれます。

0.8.6 　
せ い ふ

聖傅　機密

病者平癒のために執行される機密です。病気のハリスティアニンの身体に

聖油を傅けることで病の平癒を祈祷します。

0.8.7 　
しんぴん

神品　機密

神品すなわち　
しゅきょう

主教　、　
ほ さ い

輔祭　、　
し さ い

司祭　をつくる機密です。主教のみが執行でき

ます。神品を志す者は、通常、所定の神学校を卒業した者から選ばれます。

相手の事情や心情をくみとり、手加減することを意味します。
*11 理由はわかりませんが三々九度は神道と共通した習慣です。
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そして神品機密は神品となる者の頭に主教が手を置く儀礼を行うことで執行

されます。まだ神品となっていない者は、まず輔祭となります。聖体礼儀の

領聖の前に神品機密を受けます。このとき「イサイヤ祝えよ」が歌われ「ア

クシオス」の掛け声と共に輔祭の装備品を主教から受け取ります。輔祭はこ

の後、領聖等の儀礼の執行を　
たすけ

輔　ます。また、輔祭となった者の中から司祭

が選ばれます。聖体礼儀中の聖変化の前に神品機密を受けます。輔祭同様に

「イサイヤ祝えよ」が歌われ「アクシオス」の掛け声と共に輔祭は主教から

司祭の装備品を受け取ります。新たに司祭となった者は聖体礼儀において最

も重要な場面である聖変化を執行します。主教は修道司祭の中から選ばれひ

とりの主教をつくるには既に主教になっている者が三人必要で、この主教達

によって新たに主教になる者を主教座に座らせます。この座らせる動作を三

回繰り返すことで聖使徒の後継者である主教がつくられます。

主教

主教とはイイスス・ハリストスの弟子である聖使徒達の後継者です。主教

の役割は、牧会、教導、奉神礼を司ることです。また信徒の中から輔祭と司

祭を任命して各種祈祷を執行させる責任があります。主教の権限は主教区と

呼ばれる範囲内に限定され、他の主教の管区に対して権威を及ぼすことはで

きません。主教には序列があります。すなわち総主教、府主教、大主教、主

教です。*12

総主教は独立教会の長で以下の府主教区、大主教区、主教区の全てを管轄

する最も責任の重い主教品です。府主教は　
メトロポリタン

大都市　を中心とした教区の長、

そして大主教、主教とタイトルが小さくなるにつれて管轄が小さくなる傾

向にあります。ロシア正教会ではモスクワの総主教が全ルーシーを管轄し

ます。日本はモスクワの総主教庁の傘下にあり、日本の府主教は日本だけを

*12 ギリシア系正教会では序列が異なり大主教の方が府主教よりも序列が上になります。
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管轄します。仙台の大主教は東日本を管轄します。*13各種教区は独立性があ

り、主教は自分の主教区のみを管轄します。他の主教区に対しては権威を振

るうことはできません。付録に独立教会の一覧を用意しました。

司祭

主教によって任命される者です。主教に代わり、パンを裂く儀式すなわち

聖体礼儀、その他、諸々の祈祷儀礼を執行します。

輔祭

輔祭は主教によって任命されます。輔祭は聖体礼儀など、各種祈祷を　
たす

輔　け

ます。聖書にも記載がありますが、歴史的には司祭よりも輔祭の方が先に登

場します。

0.8.8 その他機密に準ずるもの

七件機密に含まれなかった祈祷には機密の性質が全く無いのでしょうか。

例えば埋葬式は機密ではないが神の恩寵が働かないのかという疑問が湧いて

きます。ある修道司祭は修道士となるための修道誓願の儀礼は機密となって

はいないが婚配機密同様に機密に準ずるものとして理解する方がよいと解説

をしていました。

*13 2019年 8月現在、仙台の大主教は東京の副主教を兼ねるようになったので注意。
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0.9 覚えておきたい祈り

ここでは大切な暗唱できるようにした方がよい祈りの言葉を紹介します。

0.9.1 天主経

一番大切なお祈りは「天にいます」ではじまる次のお祈りです。聖堂の外

でも、たとえば食事の前などに、となえます。

「　
てん

天　にいます　
わ れ ら

我等　の　
ちち

父　や、　
ねが

願　わくは　
なんぢ

爾　の　
な

名　は　
せい

聖　とせられ、　
なんぢ

爾　の　
くに

国　は　
き

来　た

り、　
なんぢ

爾　の　
むね

旨　は　
てん

天　に　
おこな

行　われるるが　
ごと

如　く　
ち

地　にも　
おこな

行　われん、　
わ

我　が　
にちよう

日用　の　
かて

糧　を　
こんにち

今日　

　
わ れ ら

我等　に　
あた

与　え　
たま

給　え、　
わ れ ら

我等　に　
おいめ

債　あるものを　
わ れ ら

我等　　
ゆる

赦　すが　
ごと

如　く、　
わ れ ら

我等　の　
おいめ

債　を　
ゆる

赦　し　
たま

給　

え、　
わ れ ら

我等　を　
いざな

誘　いに　
みちび

導　かず、なお　
わ れ ら

我等　を　
きょうあく

凶悪　より　
すく

救　い　
たま

給　え。　
けだ

蓋　し、　
くに

国　と　
けんのう

権能　

と　
こうえい

光栄　は、　
なんぢ

爾　に　
よ よ

世　々に　
き

帰　す。アミン」

これはマトフェイ伝 (5:9-13)においてイイスス・ハリストスご自身が、こ
のように祈れ、「　

か

是　くの　
ごと

如　く　
いの

禱　れ」と直接に命じた祈りでもあり非常に重要

で頻繁にとなえられる祈りです。

0.9.2 税吏の祈祷

「　
かみ

神　よ、　
われ

我　　
ざいにん

罪人　を　
あわ

憐　れみ　
たま

給　へ。」

　
ぜ い り

税吏　とは、税金を取り立てる人でした。イウデヤ人たちからは軽蔑される

職業でした。

一方、税吏と対照的だったのはファリセイでした。ファリセイは律法をよ

く守り人々から尊敬される立場でした。しかし、税吏とファリセイが神殿で

祈るとき、ファリセイではなく、この税吏の祈祷こそ義と認められるとイイ

ススは教えました。

聖書を引用しましょう。
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『自分を義人だと自任して他人を見下げている人たちに対して、イエ

スはまたこの譬をお話しになった。 「ふたりの人が祈るために宮に

上った。そのひとりはパリサイ人であり、もうひとりは取税人であっ

た。 パリサイ人は立って、ひとりでこう祈った、『神よ、わたしはほ

かの人たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫をする者ではなく、ま

た、この取税人のような人間でもないことを感謝します。 わたしは一

週に二度断食しており、全収入の十分の一をささげています』。 とこ

ろが、取税人は遠く離れて立ち、目を天にむけようともしないで、胸

を打ちながら言った、『神様、罪人のわたしをおゆるしください』と。

あなたがたに言っておく。神に義とされて自分の家に帰ったのは、こ

の取税人であって、あのパリサイ人ではなかった。おおよそ、自分を

高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるであろう」。』

ルカによる福音書 18:9-14 JA1955

正教会訳

『　
また

又　　
おのれ

己　を　
ぎ

義　なりと　
しん

信　じて、　
た に ん

他人　を　
あなど

藐　る　
もの

者　に、　
こ

此　の　
たとへ

譬　を　
かた

語　れり。

　
に に ん

二人　　
き た ふ

祈祷　せん　
ため

為　に　
でん

殿　に　
のぼ

登　れり、　
ひとり

一　は ファリセイ、　
ひとり

一　は　
ぜ い り

税吏　なり。

ファリセイ 　
た

立　ちて、　
おのれ

己　の　
うち

衷　に　
か

斯　く　
いの

祷　れり、　
かみ

神　よ、　
われ

我　　
なんぢ

爾　に　
かんしゃ

感謝　す　
われ

我　

　
た に ん

他人　の　
ざんこく

残酷　、　
ふ ぎ

不義　、　
かんいん

姦淫　なる　
ごと

如　く、　
あるひ

或　は　
こ

此　の　
ぜ い り

税吏　の　
ごと

如　くならざるを

　
もっ

以　てなり。　
われ

我　　
ひとなぬか

一七日　に、　
ふたたび

二次　　
ものいみ

齋　し、　
およ

凡　そ　
う

得　る　
ところ

所　の　
じふぶん

十分　の　
いつ

一　を　
ささ

献　ぐ

と。　
ぜ い り

税吏　は　
とほ

遠　く　
た

立　ちて、　
あへ

敢　て　
め

目　を　
あ

挙　げて　
てん

天　を　
あふ

仰　がず、　
すなはち

乃　　
むね

膺　を　
う

拊　ちて

　
い

曰　へり、　
かみ

神　よ、　
われ

我　　
ざいにん

罪人　を　
あわれ

憐　めと。　
われ

我　　
なんぢら

爾等　に　
つ

語　ぐ、　
こ

此　の　
ひと

人　は　
か

彼　の　
ひと

人　よ

りは　
ぎ

義　とせられて、　
いへ

家　に　
かへ

帰　れり。　
けだし

蓋　　
およ

凡　そ　
みづか

自　ら　
たか

高　くする　
もの

者　は　
ひく

卑　くせら

れ、　
みづか

自　ら　
ひく

卑　くする　
もの

者　は　
たか

高　くせられん。』

この税吏の胸を打つ動作は、私はもう駄目だというジェスチャーでした。つ

まり完全に自分が打ち砕かれた状態ということです。
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0.9.3 イイスス経

「イイススの祈り」ともいいます。

「主、イイスス・ハリストス神の子や、我罪人を憐れみ給へ。」

これは「税吏の祈祷」を発展させたものとみなせますが、14世紀の聖人グ
レゴリイ・パラマによれば、この祈祷を常に繰り返す訓練を積むことで神の

光を見ることができると伝えられています。

0.9.4 天の王

聖神゜のための祈祷です。様々な祈祷の最初にとなえられます。

「　
てん

天　の　
おう

王　　
なぐさ

慰　むる　
もの

者　や、　
しんじつ

真実　の　
しん

神　、　
あ

在　らざる　
ところ

処　なき　
もの

者　、　
み

満　たざる　
ところ

処　なき

　
もの

者　や、　
ばんぜん

万善　の　
ほうぞう

宝蔵　なる　
もの

者　、　
せいめい

生命　を　
たも

給　うの　
しゅ

主　や、　
き

来　たりて　
わ れ ら

我等　のうちにおり、

　
わ れ ら

我等　を　
もろもろ

諸　々の　
けが

穢　れより　
いさぎよ

潔　くせよ、　
しぜんしゃ

至善者　や　
わ れ ら

我等　の　
たましい

霊　を　
すく

救　い　
たま

給　へ。」

0.9.5 常にさいわい

神の母マリヤのための祈祷です。様々な祈祷の最後にとなえられます。

「　
つね

常　に　
さいわい

福　にして　
まった

全　く　
きず

瑕　なき　
しょうしんぢょ

生神女　、　
わが

我　　
かみ

神　の　
はは

母　なる　
なんぢ

爾　をさいわいなりと

　
との

称　うるは　
まこと

誠　に　
あた

当　れり、ヘルヴィムより　
とうと

尊　くセラフィムに　
なら

並　びなく　
さか

栄　へ、　
みさお

操　

を　
やぶ

破　らずして　
かみ

神　　
こ と ば

言葉　を　
う

生　みし、　
じつ

実　の　
しょうしんぢょ

生神女　たる　
なんぢ

爾　を　
あが

崇　め　
ほ

讃　む。」

0.9.6 聖エフレムの祝文

『　
しゅ

主　　
わ

吾　が　
い の ち

生命　の　
しゅさい

主宰　よ、　
おこたり

怠惰　と　
も だ え

愁悶　と　
し の ぎ

凌駕　と　
むだごと

空談　の　
こころ

情　を　
われ

吾　に　
あた

与　うる　
なか

勿　れ。

(大拝一次)
　
み さ お

貞操　と　
へりくだり

謙遜　と　
こ ら え

忍耐　と　
あい

愛　の　
こころ

情　を　
われ

我　　
なんじ

爾　の　
ぼく

僕　（　
ひ

婢　）に　
あた

与　え　
たま

給　え。(大拝一次)
　
あ あ

嗚呼　　
しゅ

主　　
おう

王　よ、　
われ

我　に　
わ

我　が　
つみ

罪　を　
み

見　、　
わ

我　が　
けいてい

兄弟　を　
ぎ

議　せざるを　
たま

賜　え、　
けだし

蓋　　
なんじ

爾　は　
よ よ

世世　
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に　
あが

崇　め　
ほ

讃　めらる。「アミン」(大拝一次)
(又小拝すること十二次毎次誦して曰く)
　
かみ

神　よ，　
われ

我　　
ざいにん

罪人　を　
きよ

浄　め　
たま

給　え。

(後再び全文を誦す)
　
しゅ

主　　
わ

吾　が　
い の ち

生命　の　
しゅさい

主宰　よ、　
おこたり

怠惰　と　
も だ え

愁悶　と　
し の ぎ

凌駕　と　
むだごと

空談　の　
こころ

情　を　
われ

吾　に　
あた

与　うる　
なか

勿　れ。　
み さ お

貞操　

と　
へりくだり

謙遜　と　
こ ら え

忍耐　と　
あい

愛　の　
こころ

情　を　
われ

我　　
なんじ

爾　の　
ぼく

僕　（　
ひ

婢　）に　
あた

与　え　
たま

給　え。　
あ あ

嗚呼　　
しゅ

主　　
おう

王　よ、　
われ

我　に　
わ

我　

が　
つみ

罪　を　
み

見　、　
わ

我　が　
けいてい

兄弟　を　
ぎ

議　せざるを　
たま

賜　え、　
けだし

蓋　　
なんじ

爾　は　
よ よ

世世　に　
あが

崇　め　
ほ

讃　めらる。「ア

ミン」』

0.10 おわりに
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